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子
ど
も
を
持
つ
親
に
と
っ

て
、
家
に
ゲ
ー
ム
を
一
切
入

れ
な
い
と
い
う
生
活
は
、
大

変
困
難
な
時
代
で
す
。

　

家
で
の
ゲ
ー
ム
を
禁
止

し
て
も
、
よ
そ
の
お
宅
に
上

り
込
ん
で
ゲ
ー
ム
に
張
り
付

い
て
し
ま
う
子
ど
も
も
い
ま

す
。「
友
達
と
遊
ぶ
」
と
い

う
大
切
な

行
動
が
、

「
ゲ
ー
ム

目
当
て
」

に
代
わ
っ

て
し
ま
う

の
で
す
。

　

多
く
の
親
は
、
友
達
と
う

ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
て
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
友
達
と
よ

く
遊
ぶ
こ
と
が
健
全
な
成

長
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。

　

ど
っ
ち
の
派
で
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
の
遊
び
や
友
人

関
係
に
つ
い
て
、
親
子
で
よ

く
会
話
が
で
き
る
こ
と
。

　

子
ど
も
だ
け
の
判
断
に
任

せ
ず
、
感
覚
や
価
値
観
を
共

有
で
き
る
親
子
関
係
で
あ
る

こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
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本
年
度
も
各
市
立
中
学
校
２
年
生
26
人
で
構
成
さ
れ
る
広
島
平
和
記
念

式
典
中
学
生
派
遣
団
が
広
島
市
を
訪
れ
、
戦
争
や
広
島
へ
原
子
爆
弾
が
投

下
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
学
ん
で
き
ま
す
。

　

中
学
生
が
広
島
へ
の
派
遣
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
、

報
告
会
に
て
発
表
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

８
月
29
日
（
木
）
18
時
～
19
時

◆
場　

所　

市
役
所
正
庁
（
入
舟
町
）

◆
対　

象　

ど
な
た
で
も

◆
定　

員　

20
人
（
会
場
の
都
合
上
先
着
順
）

◆
申　

込　

８
月
12
日
（
月
）
～
28
日
（
水
）、
電
話
で
氏
名
と
連
絡
先
を

　
　
　
　
　

左
記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 
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8 月 29 日（木）
　　　　18 時～ 19 時

　わが国
くに

は、広
ひろしま

島・長
ながさき

崎に投
とう

下
か

された原
げんし

子爆
ばくだん

弾による世
せかい

界で唯
ゆいいつ

一の戦
せんそう

争

被
ひば く

爆国
こく

です。多
おお

くの犠
ぎせい

牲のもとに戦
せんそう

争の悲
ひさん

惨さ、平
へいわ

和の大
たい

切
せつ

さを学
まな

ん

だ日
に

本
ほん

国
こくみん

民は、憲
けんぽう

法に恒
こうきゅう

久平
へい わ

和の理
りそう

想を掲
かか

げ、その実
じつげん

現に努
つと

めてきま

した。

　しかし、世
せかい

界各
かく ち

地に核
かくへいき

兵器が存
そんざい

在し、人
じんるい

類はその脅
きょうい

威にさらされ続
つづ

けています。さらに、わが国
くに

では東
ひがしにほん

日本大
だいしんさい

震災による原
げんしりょく

子力発
はつでんしょ

電所の

事
じ こ

故が発
はっせい

生し、再
ふたた

び放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっしつ

質の被
ひが い

害と向
む

き合
あ

うことになりました。

　栃
と ち ぎ し

木市は、豊
ゆた

かな自
しぜん

然に恵
めぐ

まれ、歴
れきし

史と伝
でんとう

統に育
はぐく

まれてきたまちです。

このまちを誇
ほこ

りに思
おも

う栃
とち ぎ

木市
しみ ん

民は、核
かくへいき

兵器の脅
きょうい

威のない平
へいわ

和で安
あんしん

心し

て暮
く

らせる社
しゃかい

会の実
じつげん

現を求
もと

めて自
みずか

ら行
こうどう

動し、未
みらい

来を支
ささ

える子
こ

どもたち

に戦
せんそう

争の悲
ひさん

惨さ、平
へいわ

和の大
たいせつ

切さを伝
つた

えていくことを誓
ちか

います。

　そして、核
かくへいき

兵器の廃
はいぜつ

絶と平
へいわ

和で安
あんしん

心して暮
く

らせる社
しゃかい

会の実
じつげん

現を全
ぜんせかい

世界

の人
ひとびと

々に強
つよ

く訴
うった

え、ここに栃
と ち ぎ し

木市が ｢非
ひか く

核平
へい わ

和都
と し

市 ｣ であることを

宣
せんげん

言します。

　　　平成 24年３月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栃木県栃木市

栃
木
市
は
非
核
平
和
宣
言
都
市

　

栃
木
市
で
は
、
核
兵
器
廃
絶

と
世
界
の
恒
久
平
和
を
求
め
る

非
核
平
和
を
推
進
す
る
こ
と
を

表
明
す
る
た
め
、
平
成
24
年
３

月
１
日
に
「
非
核
平
和
都
市
宣

言
」
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
宣
言
に
基
づ
き
戦
争
体

験
を
聞
く
会
や
パ
ネ
ル
展
な
ど

の
啓
発
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の

尊
さ
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？
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栃木市非核平和都市宣言

　小林好雄委員は、行政相談委員として長年に
わたるご尽力が認められ、5 月 24 日、栃木行
政評価事務所長より感謝状を贈呈されました。

　今後も引き続き行政相談委員による定例相談
を次のとおり実施しています。お気軽にご利用
ください。
　※行政相談とは、道路の整備、税金、年金、
その他国等で行っている仕事に対する苦情や意
見・要望を聴き、その声を解決・改善に役立て
るものです。
◇栃木地域　毎月第 2、第 4 金曜日（10 時～
12 時）市役所 3 階正庁（入舟町）◇大平地域　
毎 月 第 2 火 曜 日（9 時 30 分 ～ 11 時 30 分 ）
ふるさとふれあい館（大平町西野田）◇藤岡地
域　毎月第 2 火曜日（10 時～ 12 時）藤岡公
民館（藤岡町藤岡）◇都賀地域　毎月第４火曜
日（9 時 30 分～ 11 時 30 分）老人憩いの家（都
賀町原宿）◇西方地域　毎月 18 日（18 日が
祝祭日の日は翌日）（13 時 00 分～ 15 時 00 分）
西方保健センター（西方町本城）

 市民生活課 ☎ 21-2145

栃木行政評価事務所長より感謝状
行政相談委員　小林好雄さん

青
年
海
外
協
力
隊
員

　
　
　
帰
国
後
表
敬
訪
問

　

青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員
と

生
垣
設
置
奨
励

補
助
金
制
度
の
ご
案
内

に
し
か
た
子
ど
も
夏
ま
つ
り

　
　
　
　
　 

開
催
の
お
知
ら
せ

　

西
方
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
主
体
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
！
ご

家
族
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

８
月
24
日
（
土
）
10
時
～
20
時
（
予
定
・
荒
天
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
屋
内
イ
ベ
ン
ト
）

◆
会
場　

西
方
総
合
文
化
体
育
館
及
び
敷
地
内
（
西
方
町
本
郷
）

◆
内
容　

○
ス
テ
ー
ジ
企
画
（
屋
外
）
こ
ど
も
園
・
地
域
内
外
小
中
学
生
の
発
表
（
お
み
こ
し
・

ダ
ン
ス
・
吹
奏
楽
な
ど
）
各
種
機
関
・
団
体
の

発
表
（
太
鼓
・
よ
さ
こ
い
・
コ
ー
ラ
ス
・
お
囃

子
な
ど
）【
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
】大
道
芸
人（
ピ

エ
ロ
の
ナ
ナ
ち
ゃ
ん
ほ
か
）、
沖
縄
ア
ク
タ
ー

ズ
宇
都
宮
校
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
（
小
中
学
生
ダ
ン

ス
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）、
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー

プ　

ブ
ラ
ウ
ン
ブ
レ
ス
ト
ボ
イ
ス

○
体
験
型
ゲ
ー
ム　

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
（
屋

内
施
設
）

○
お
化
け
屋
敷
（
屋
内
施
設
）

○
各
種
模
擬
店
等
（
屋
外
広
場
）

○
西
方
の
夜
空
を
彩
る
「
花
火
シ
ョ
ー
」

◆
問
合
先　

子
ど
も
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
／

に
し
か
た
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
（
西

方
教
育
支
所
内
）
☎
92
‐
２
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東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら

れ
、
５
月
31
日
現
在
、
総
額
は

８
５
，
９
５
０
，
０
２
１
円
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

ま
す
。（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

石
川　

猛
／
５
周
年
記
念
蔵

の
街
ク
ロ
マ
チ
ッ
ク
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク

ラ
ブ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

／
栃
木
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／

栃
木
市
栃
木
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

緑
化
推
進
を

図
る
た
め
、
一

定
の
要
件
を
満

た
す
生
垣
の
設

置
に
つ
い
て
費

用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

補
助
金
の
額

１
㍍
当
た
り
２
千
円(

限
度
額

３
万
円)

※
設
置
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。
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ゴ
ル
フ
協
会
５
月
17
日
大
会
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
基
金
／
隣
保
館
祭
／

早
乙
女
靴
店
店
頭
募
金
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し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
で

２
年
半
に
渡
り
ご
活
躍
を
さ
れ

た
、
本
市
在
住
の
山
﨑
晃
生
さ

ん
が
帰
国
、
５
月
22
日
に
市
役

所
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
﨑
さ
ん
は
、
西
ネ
グ
ロ
ス

州
サ
ガ
イ
市
の
環
境
課
で
廃
棄

物
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
処

理
方
法
な
ど
の
業
務
に
携
わ

り
、
ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
住

民
へ
の
啓
蒙
活
動
に
取
り
組
ま

れ
ま
し
た
。

　

日
本
と
は
異
な
る
環
境
で
苦

労
し
た
こ
と
や
、
市
の
ご
み
分

別
表
を
参
考
に
業
務
に
取
り
組

ん
だ
話
し
な
ど
活
動
に
つ
い

て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
青
年
海
外
協
力
隊
員

の
経
験
を
生
か
し
、
よ
り
一
層

の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
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